
◇
ふ
れ
あ
い
ソ
バ
打
ち
体
験

　
３
月
18
日
（
日
）
外
様
地
区
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。当
日
は
、

地
粉
を
使
っ
た
ソ
バ
打
ち
体
験
と

試
食
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
外
様
公
民
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
子
ど
も
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　
毎
週
火
・
木
曜
日
と
土
曜
日
に
、

と
ざ
ま
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
の
小
学
生
以
上
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

　
み
ん
な
で
楽
し
く
フ
ッ
ト
サ
ル

を
し
ま
せ
ん
か
。

第
１
回
常
盤
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
３
月
４
日
（
日
）
常
盤
小
学
校

体
育
館
を
会
場
に
、
初
め
て
の
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
季
節
は
ず
れ
の
暖
か
さ
の
中
、

各
チ
ー
ム
死
力
を
尽
く
し
て
対
戦

し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

〈
結
果
〉

○
一
般
の
部

　
優　
勝　
チ
ー
ム
雪
国

　
第
二
位　
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

　
第
三
位　
い
っ
と
く
会

○
混
合
の
部

　
優　
勝　
バ
レ
ー
大
好
き最

強
娘

　
準
優
勝　
大
塚
フ
ァ
ミ
リ
ーチー

ム

　
飯
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と

懇
談
会

◇
平
成
19
年　
楽
し
い
集
い
開
催

　
３
月
４
日
（
日
）
瑞
穂
公
民
館・

東
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
文
字
通

り
『
楽
し
い
集
い
』
と
な
り
ま
し

〈
結
果
〉

　
ピ
ン
ポ
ン
（
一
般
の
部
）

　
　
優
勝　
関
沢
Ｂ

　
　
２
位　
中
組
Ａ

　
　
３
位　
柏
尾
Ａ

　
ピ
ン
ポ
ン
（
子
供
の
部
）

　
　
優
勝　
戸
那
子
Ａ

　
　
２
位　
針
田

　
　
３
位　
小
菅
Ａ

　
囲
碁
の
部

　
　
優
勝　
加
藤
広
行
（
針
田
）

　
　
２
位　
増
山
良
憲
（
関
沢
）

　
　
３
位　
金
井
一
彦
（
関
沢
）

　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
部

　
　
優
勝　
米
持
正
道
（
関
沢
）

　
　
２
位　
宮
沢
正
人
（
関
沢
）

　
　
３
位　
石
川
健
太
郎
（
中
組
）

　
将
棋
（
一
般
の
部
）

　
　
優
勝　
土
屋
久
男
（
関
沢
）

　
　
２
位　
小
林　
朗
（
柏
尾
）

　
　
３
位　
米
望
貞
男
（
神
戸
）

　
将
棋
（
子
供
の
部
）

　
　
優
勝　
岡
本
浩
哉
（
関
沢
）

　
　
２
位　
岡
本
千
優
（
関
沢
）

　
　
３
位　
福
原
慎
也
（
中
組
）

　
オ
セ
ロ
（
一
般
の
部
）

　
　
優
勝　
小
林
昇
一
（
針
田
）

　
　
２
位　
増
山
俊
夫
（
柏
尾
）

　
　
３
位　
高
山
文
弥
（
中
組
）

◇
秋
津
雪
だ
る
ま
ま
つ
り

　
２
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
）

に
い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
と
同
時
開

催
に
よ
り
「
秋
津
雪
だ
る
ま
ま

つ
り
」
が
国
道
117
号
線
伍
位
野
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
雪

不
足
の
た
め

「
大
」
ゆ
き
だ

る
ま
の
制
作
に

苦
労
し
ま
し
た

が
、
当
日
は
地

元
の
か
あ

ち
ゃ
ん
た

ち
手
作
り

の
“
や

し
ょ
う

ま
”
や

キ
ノ
コ
な
ど
の
特
産
物
の
売
店
や

特
製
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
、
市

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
よ
ろ
こ
ん

で
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◇
集
落
館
役
職
員
／

男
女
共
同
参
画
学
習
会

　
３
月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
か

ら
木
島
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

・
１
部　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
裁
判

員
制
度
「
も
し
も
あ
な
た
が
選
ば

れ
た
ら
」
ビ
デ
オ
鑑
賞

・
２
部　
男
女
共
同
参
画
学
習
会

2829  公民館報いいやま/07.3

【地区館情報】

◇
飯
山
地
区　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
３
月
４
日
（
日
）
市
屋
内
運

動
場
で
開
催
。
最
初
に
初
心
者
対

象
の
講
習
会
を
行
い
、
そ
の
後
経

験
者
の
部
、
初
心
者
の
部
そ
れ
ぞ

れ
３
チ
ー
ム
で
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

し
た
。

◇
広
報
さ
ん

　
　
い
ら
っ
し
ゃ
い
講
座

　
２
月
27
日
・
３
月
６
日
の
２
回

コ
ー
ス
で
実
施
。
基
本
的
な
レ
イ

ア
ウ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の

広
報
の
作
成
、
公
民
館
の
印
刷
機

他
の
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学

習
し
ま
し
た
。

総合学習センター総合学習センター

◇
個
人
及
び
団
体
所
有
物
品
片
づ
け
に
つ
い
て

　

飯
山
市
公
民
館
で
は
、
館
内
整
理
の
た
め
、
各
教
室
に
置
い

て
あ
り
ま
す
個
人
ま
た
は
団
体
の
所
有
物
の
片
づ
け
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。(

３
月
末
迄)

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
オ
セ
ロ
（
子
供
の
部
）

　
　
優
勝　
原
田
優
希
（
戸
那
子
）

　
　
２
位　
望
月
裕
貴
（
柏
尾
）

　
　
３
位　
藤
本
航
喜
（
中
組
）

◇
第
22
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
開
催

　
３
月
４
日
（
日
）、
保
育
園
児

か
ら
人
生
の
大
先
輩
の
皆
さ
ん

に
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
20

チ
ー
ム
、
約
130
名
の
参
加
者
の
も

と
、
３
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

暖
か
さ
の
中
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
豪
華
景
品
が
必
ず
当
た
る

大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

◇
第
７
回
か
ま
く
ら
ま
つ
り

　
２
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

外
様
寿
村
信
濃
平
観
光
案
内
所
周

辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
地
域
を
あ
げ
た
お

祭
り
と
し
て
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
今
年
は
少
雪
に
も
か
か
わ

ら
ず
９
個
の
か
ま
く
ら
が
地
域
の

方
々
の
協
力
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
つ
き
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
JA

青
年
部
な
ど
の
売
店
や
区
長
会

の
イ
カ
焼

き
、
地
元
の

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

多
く
の
出
店

が
あ
り
大
勢

の
来
客
で

賑
わ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、

今
年
は
初

の
試
み
で
、

お
祝
い
記

念
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い
冬
の

夜
空
に
綺
麗
な
大
輪
を
咲
か
せ
、

「
来
年
も
キ
レ
イ
な
花
火
が
見
た

い
。」
と
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「
常
盤
の
子
ど
も
達
」

常
盤
公
民
館 

専
門
部
員　

青 

木 

真 

紀

　

常
盤
公
民
館
の
専
門
部
員
の

任
に
つ
い
て
早
２
年
、
今
ま
で

い
く
つ
も
の
行
事
に
参
加
し
、

そ
の
地
域
の
人
々
と
身
近
に
接

し
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

子
ど
も
達
の
元
気
さ
、
無
邪

気
で
屈
託
の
な
さ
に
。
そ
し
て
、

だ
か
ら
こ
そ
一
途
に
真
剣
で
一

生
懸
命
な
そ
の
心
に
。
僕
は
心

を
癒
さ
れ
、
元
気
を
分
け
て
も

ら
い
、
同
時
に
重
圧
（
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
）
と
不
安
を
感
じ
て
し

ま
う
。

　

昨
年
末
、
常
盤
の
公
民
館
の

館
報
に
掲
載
し
よ
う
と
、
小
学

校
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
取
材
を

し
た
時
、
子
ど
も
達
は
友
達
と

し
ゃ
べ
っ
た
り
、
思
い
思
い
に
は

し
ゃ
ぎ
な
が
ら
も
、
監
督
や
コ
ー

チ
の
話
に
は
真
剣
な
面
持
ち
で

聞
き
入
り
、
練
習
に
は
ひ
た
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、

つ
い
こ
の
間
の
５
種
目
合
同
行

事
で
は
、
ど
の
種
目
で
も
、
子

ど
も
達
は
一
生
懸
命
に
熱
中
し

て
い
た
。
卓
球
で
１
点
の
行
方

に
一
喜
一
憂
し
た
り
、
将
棋
の

一
手
に
悩
ん
だ
り
と
大
人
顔
負

け
の
真
剣
さ
を
見
ら
れ
た
。

　

そ
ん
な
無
邪
気
で
、
一
途
で
、

一
生
懸
命
な
子
ど
も
達
だ
か
ら

こ
そ
、
周
囲
の
大
人
達
の
影
響

は
計
り
知
れ
な
い
。
と
あ
る
タ

レ
ン
ト
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
れ
ば
、

子
ど
も
達
は
差
別
と
い
う
も
の

の
ほ
と
ん
ど
を
親
や
近
し
い
大

人
か
ら
学
ん
で
し
ま
う
そ
う
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

や
っ
て
良
い
事
と
悪
い
事
、
全

て
は
周
囲
の
大
人
達
を
見
て
学

ん
で
い
く
の
が
子
ど
も
だ
ろ
う

と
思
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
子
ど
も

達
を
触
れ
合
う
事
は
、
楽
し
く

元
気
を
も
ら
う
と
同
時
に
怖
く

も
あ
る
。
子
ど
も
達
と
接
し
て

い
て
ふ
と
そ
う
思
う
こ
と
が
あ

る
。

　

た
し
か
に
親
や
先
生
の
様
な

直
接
教
え
る
立
場
で
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
達

の
将
来
の
為
に
、
自
分
の
責
任

を
ま
ず
自
覚
し
な
く
て
は
、
と

考
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「
村
の
守
り
神
」

神
戸
公
民
館　

館　

長　
　

米 

望 

政 

信

　

大
銀
杏
と
い

え
ば
神
戸
、
神

戸
と
い
え
ば
大

銀
杏
と
言
わ
れ

る
程
に
知
ら
れ
、
上
平
に
そ
び

え
立
ち
中
世
か
ら
村
の
姿
を
見

続
け
て
き
た
大
銀
杏
は
、
村
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
宝
物
で
す
。

樹
高
と
い
い
幹
の
太
さ
と
い
い

全
国
で
も
有
数
の
大
木
で
、
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
も
多
く
、

秋
、
大
銀
杏
は
黄
葉
の
時
期
が

遅
い
が
、
色
づ
き
始
め
る
と
早

く
、
そ
し
て
一
晩
で
黄
色
い
葉

が
ご
そ
っ
と
落
ち
る
と
云
わ
れ
、

落
葉
と
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に

里
に
本
格
的
な
雪
が
降
る
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
銀

杏
に
祈
願
す
る
と
母
乳
が
よ
く

出
る
よ
う
に
な
る
と
の
言
い
伝

え
も
あ
り
、
大
銀
杏
の
す
ぐ
脇

の
社
に
は
乳
が
出
る
絵
の
描
か

れ
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
雄
株
で
あ
る
が
乳
房
状
の

気
根
が
多
数
垂
れ
下
が
る
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
ん
な
伝
説
が
生
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

　

神
戸
区
の
氏
子
総
代
さ
ん
方

が
、
代
々
銀
杏
の
面
倒
を
見
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
春
に
は

社
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
、
神
戸

獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞

の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
神
戸
に
は
、
温
泉
が
あ

り
、
川
に
は
蛍
の
幼
虫
や
シ
ジ
ミ

貝
、
沢
蟹
も
豊
富
で
、
蛍
水
路

の
整
備
も
あ
っ
て
初
夏
の
頃
に

は
多
く
の
蛍
が
乱
舞
す
る
様
子

が
み
ら
れ
る
な
ど
、
豊
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

ん
な
自
然
が
維
持
さ
れ
る
の
も

区
民
の
皆
さ
ん
の
川
掃
除
や
道

普
請
な
ど
が
毎
年
丁
寧
に
行
わ

れ
て
い
る
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
ら
で
き
る
こ
と
を
自
ら
が

考
え
、
よ
り
良
い
地
域
環
境
作

り
に
自
分
か
ら
長
く
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
思
い
ま
す
。
３
月
初
め
の
楽

し
い
集
い
か
ら
公
民
館
活
動
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

公
民
館
活
動
に
つ
い
て
、
お
年

寄
り
か
ら
若
い
人
た
ち
ま
で
多

く
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
公
民

館
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
・
・
神
戸
の
美
し
い

自
然
を
未
来
の
子
供
た
ち
へ
。

　神戸を代表す
る熱血男。満を
持して館長就任。
　神戸へそして
公民館活動への
思いを語ってい
ただきました。

神戸公民館広報部
　　　吉 越　徹

　

瑞　
穂　
　
　

　

常　
盤　
　
　

　

外　
様　
　
　

　

飯　
山　
　
　

　

柳　
原　
　
　

　

木　
島　
　
　

　

秋　
津　
　


